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《その他》

新型コロナウイルス感染症に伴う介護老人保健施設実習の
実践内容と課題

池俣 志帆，坂 恒彦，堀口 久子，生田 美智子，宇佐美 久枝，粥川 早苗

	椙山女学園大学看護学部

Ⅰ．はじめに

　2020年度は新型コロナウイルス感染症の拡大によって，臨地実習が困難となり，さまざまな変
更をすることが求められた（坂井，熊野＆太田　2021）．本学部の慢性期成人老年看護学実習では，
₃年次後期から₄年次前期にかけて，₃週間の病院実習と₁週間の介護老人保健施設での実習（以
下施設実習）が設定されている．ここでは，慢性期成人老年看護学実習の内，施設実習の学内実
習及び遠隔での課題学習実習等（以下，遠隔実習とする）に焦点を当て，コロナ禍における実践
内容や課題について報告する．
　2020年度後期からの施設実習では，新型コロナウイルス感染症の蔓延によって，施設より臨地
実習受け入れ中止の要請があり，実習施設の代替えが困難であったことから，臨地実習を実施す
ることが難しい状況となり，約半数の対象学生が臨地実習から学内実習・遠隔実習へと変更した．
学内実習・遠隔実習へ変更となったことに伴い，実習目標の達成に向けて，実習内容の検討が必
要であった．文部科学省，厚生労働省「新型コロナウイルス感染症の発生に伴う看護師等養成所
における臨地実習の取扱い等について」によると，臨地実習を学内での演習により代替する場合
は，可能な限り臨地に近い状況の設定をし，演習を行うこと，とされている（2020）．2020年度
に実施した施設実習の学内実習・遠隔実習の実践内容について報告すると共に課題を明らかにし，
今後の施設実習への示唆を得ることとする．

Ⅱ．施設実習の概要

₁． 慢性期成人老年看護学実習の実習目的

　慢性期成人老年看護学実習では，慢性疾患・慢性病をもつ成人・高齢者の健康問題・加齢現象
および発達課題に対して，成人期から老年期の移行に伴う身体的・精神的・社会的反応と経験に
関しても焦点をあてることによって，つながりを学ぶとともに違いを理解し，対象者のニーズに
対応した看護の基礎的実践能力を育成することとしている．

₂． 施設実習の実習目標

　施設実習の実習目標は，1）高齢者とその家族に対して，援助的人間関係を築くことができる，
（1）高齢者の生活史・価値観に目を向け尊厳を支える態度がとれる，（2）高齢者に関心を示し，
話を聞くことができる，（3）高齢者の行動や発言の意味を考え，コミュニケーションスキルを工
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夫して関わることができる，（4）高齢者を支援する（と関わる）様々な場面で生じた自分の感情や，
思いがコミュニケーションの発展にもたらす影響を説明できる，2）高齢者の生活機能の障害が，
高齢者の発達課題や家族機能にもたらす影響を説明できる，（1）老化や障害の個別性を説明でき
る，（2）老化や障害による機能の変化が及ぼす生活機能への影響を説明できる，（3）生活機能の
障害を持ちながら抱いている，個々の課題や対人関係（家族機能）に対する思いに触れることが
できる，3）さまざまな健康障害で生活を営んでいる高齢者への看護のあり方を考察できる，（1）
施設の環境が高齢者のQOLに及ぼす影響を説明できる，（2）高齢者の生活機能や課題に向けた
支援を考えることができる，（3）高齢者の全人的な健康とは何かを考えることができる，（4）保
健医療福祉システムの理解を深めて，他職種との連携・協働のあり方や看護の役割を考えること
ができる，（5）地域や家族や病院など様々な機関との連携の在り方を考えることができる，とし
ているが，臨地実習が学内実習や遠隔実習となったことで，「実施できる」あるいは「実践できる」
といった実習目標を，「記述できる」あるいは「説明できる」，へ変更した．

₃． 実習内容

１）臨地実習の実践内容
　臨地での施設実習では，₁週間の実習期間の内₄日間を，介護老人保健施設における通所リハ
ビリテーション（以下，デイケアとする）あるいは入所されている高齢者を対象とした実習を通
して，施設で生活する高齢者の療養生活や日常生活の支援，看護を見学，または臨地実習指導者
と共に看護実践の一部を実施している．フロア内での多職種カンファレンスにも参加した際には，
施設における看護師の役割についても知識を得ている．また，学生は高齢者とのコミュニケーショ
ン場面を取り上げ，高齢者の言動や反応，自己の言動についてプロセスレコードを用いて，考察
も行っている．実習最終日は，臨地実習で学んだことを共有するため，学内にてグループワーク，
発表会を実施している．
２）学内実習・遠隔実習の実践内容
　従来の臨地実習で学生が経験する高齢者とのコミュニケーションや，高齢者の看護実践場面を
想定し，学内実習の内容を検討し，実施した（表１）．	
　実習1日目午前中では，事例を基に構成されている認知症高齢者の体験世界に関するDVD（シ
ルバーチャンネル，2013）を視聴し，（1）認知症高齢者の人が体験している世界とは，どのよう
なものであったか，（2）認知症高齢者へのコミュニケーションにおいて，どのような点に留意す
る必要があると考えたか，（3）認知症高齢者への看護において，どのような点に留意する必要が
あると考えるか，の3点について，各自で記録にまとめた．実習1日目午後からは，教員が認知症
高齢者役となり，各学生とロールプレイを行った（表₂）．学生は，「家に帰りたい」と繰り返し
訴えがある認知症高齢者への対応場面から高齢者の行動や言動の意味を考え，コミュニケーショ
ンスキルを活用しながら関わる，という実践を行った．学生とのロールプレイ後，教員は学生へ
関りがどのようであったかその場で学生へフィードバックをした．その後，学生はこの認知症高
齢者とのコミュニケーション場面について，プロセスレコードに記入をし，振り返りを実施した．
　実習₂日目では，施設で生活する高齢者と学生（いずれも教員が演じた）とのコミュニケーショ
ン場面の動画を各自で視聴した．₁つ目のコミュニケーション場面では，学生が高齢者に自己紹
介をするが，高齢者にうまく伝わらず，コミュニケーションが円滑に進んでいない場面である（写
真₁）．その上で，（1）高齢者と学生にはどのようなことが生じていると読み取ることができるか，
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表 1　学内実習・遠隔実習の実践内容

写真₁　施設で生活する高齢者と学生（いず
れも教員）とのコミュニケーション動画の一
場面

写真₂　施設で生活する高齢者と学生，看護職
員（いずれも教員）のコミュニケーション動画
の一場面
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（2）事例の学生である場合，どのように対応をするか，各自で記録にまとめた．₂つ目の場面では，
痛みを訴えている高齢者に学生が声をかけるが，高齢者の気持ちをうまく汲み取ることができず，
高齢者がイライラしている．そこへ日頃から関わっている看護職員が高齢者に話しかけ，高齢者
の気持ちが落ち着いてくる場面である（写真₂）．そして，（1）高齢者と学生にはどのようなこ
とが生じていると読み取ることができるか，（2）事例の学生である場合，どのように対応をする
か，を各自で記録にまとめた．その後，２つの場面を通して，学生個々が自身のテーマを見つけ，
それについて調べて記録にまとめた．
　実習₃日目午前には，多職種連携に関する文献と老年看護学の教科書を用いて，介護老人保健
施設の特徴，施設における看護師の役割を教員が説明した．その後，実習₂日目に視聴したコミュ
ニケーション場面の動画についての自己の考えを，グループ内で共有し，発表を行った．実習3
日目午後からは，90歳代女性の事例情報を基に，食事場面，排泄場面，入浴場面について，アセ
スメントや看護援助の方法を記録にまとめた．
　実習₄日目午前には，₃日目午後からに引き続き，事例情報を基に，食事場面，排泄場面，入
浴場面について，アセスメントや看護援助の方法を記録にまとめた．実習４日目午後は，（1）高
齢者の身体的特徴，精神的特徴，社会的特徴がどのようであったか，（2）（1）で捉えた高齢者に
対して，どのような関わりができるか，どのような日常生活の支援が出来るか，（3）プロセスレ
コードを振り返り，高齢者とのコミュニケーションにおいて感じたことや考えたことは何か，（4）
さまざまな健康障害で生活を営んでいる高齢者へどのような看護を実践していくのか，について，
各グループで意見をまとめた．これらの遠隔実習にはGoogle	Classroomによるオンラインの学習
支援サービスを活用し，グループ内での共有やグループワークにはZoomやGoogle	Meetを利用
した．
　実習₅日目午前には，施設実習全体を通しての記録のまとめと発表準備，午後からはグループ
毎に代表者1名が（1）～（4）の視点について発表を行った．

表 2　認知症高齢者のロールプレイ事例（一部抜粋）
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Ⅲ．実習内容の考察と今後の課題

　実習内容として取り入れた，認知症高齢者の体験世界に関するDVD視聴や，施設で生活する
高齢者と学生のコミュニケーション場面の動画，また，認知症高齢者の事例を基にしたロールプ
レイを通して，高齢者への理解や，高齢者とのコミュニケーション方法の工夫といった点で，各
自が考えることができた．これらによって，学生が高齢者の体験世界をイメージすることや，高
齢者の生活や看護を考える一助となったのではないかと思われる（坪井他，2020）．また，各自
の学びをまとめた上で，グループワークにて考えを共有することができ，共通した事例であった
ことからお互いの考えを深めていきやすかったように考える．個人の経験をグループで共有す
ることは，学生の思考過程を広げたり深めたりすることができ，学内実習の強みとなるが（安
酸，2020），グループワークやディスカッションの時間は臨地実習よりも持つことができた．須
田らの報告では，学内実習において介護老人保健施設に関する映像視聴によって，学生が施設の
実際や高齢者との関りをイメージでき，グループワークや積極的な学習につなげることができた
（2021），としている．映像を伴う模擬事例の活用は，文字情報だけのときよりも，高齢者の様子
をより学生がイメージしやすい（松岡，2021），とあり，やはりできるだけ映像も最大限活用す
ることが必要となる．実習₃日目午後からの，施設で生活する高齢者の演習事例では，文字情報
が中心であったことから，日常生活場面をアセスメントし，看護援助内容を考えるための情報提
供として，映像でも見せていくことや，個人ワークでとどまらず，グループワークやディスカッ
ションをする機会を作ることを検討したい．
　今回，学内実習・遠隔実習では，施設で生活する高齢者への看護援助の実際や，多職種連携の
実際を事例や文献を通して学修したが，実習₅日目の学びの発表において，臨地実習グループの
学生と比較して，これらの点について学生が具体例を挙げづらく，困難を生じていた．学生が施
設の実際や，施設で生活する高齢者をイメージすることで，高齢者の理解につながると考えられ
るため，教科書や文献のみならず，臨床により近い，例えば施設実習指導者からの施設概要の説
明，動画や写真の十分な活用，また高齢者の特徴を具体的に捉えられるように，施設実習指導者
による遠隔での講義や意見交換の場の設定，施設利用者との遠隔でのコミュニケーションの機会
を得る，といった工夫や調整も求められる．坪井らは，特別養護老人ホームのデイサービスを利
用する高齢者とのZOOMでの交流を実施し，高齢者と学生双方の音声の聴き取りづらさや，高
齢者の表情や反応が読み取りづらい等のオンライン上での難しさもあったが，高齢者が自ら現在
の生活や思い，これまでの人生経験を語ってくれた，としている（2020）．施設実習では，デイ
ケアに通う高齢者であれば，生活や思いを語ってくれる対象があるかもしれないが，同時にこれ
による対象者への負担や及ぼす影響も加味しなければならない．
　田端らによると，学内実習での学びの特徴として，学生が自ら高齢者となって援助を受ける体
験をすることで，看護者や高齢者の両方の視点から考えを深めることができた，とされている
（2020）．今回は高齢者役を教員が実施したが，学生が高齢者役をすることで高齢者の立場になっ
て考え，またそれが看護実践へと活かされることが期待されるため，学生を高齢者としたロール
プレイや看護実践についても，取り入れていくことを課題とする。
　各地の高齢者介護施設，デイサービスにおけるクラスター発生の報道がされ，認知症の利用者
へのマスク着用の徹底が難しい，との指摘もある（記村，梅垣，廣瀬，2020）．今後の施設実習
においても，臨地実習はもとより，いつ学内実習・遠隔実習へ代替しなければならない事態が来
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るかもしれない．安酸によると，臨地実習の代替策を検討する際に必要なこととして，学生の関
与と動機づけを促進するような代替策であること（2020），としている．できる限り臨地で学修
できる内容をどのようにしたら学内で学ぶことができるか，どのような工夫をすれば学習効果が
上がるのか，これらを念頭に取り組んでいきたい．また，学生の学習状況を評価していくことも
同時に必要であり，今後の課題である．

Ⅳ．おわりに

　2020年度，慢性期成人老年看護学実習の施設実習において，学内実習・遠隔実習を実践し，で
きるだけ臨地実習に近い学修ができるよう，施設で生活する高齢者の事例を用いることや，ロー
ルプレイ形式での認知症高齢者とのコミュニケーションの実践といった内容で施設実習を行っ
た．しかし，施設で生活する高齢者への看護援助の実際や，多職種連携の実際については，具体
的な臨床をイメージできる実習内容の工夫がより求められることがわかった．今後は，臨地実習
のように施設実習指導者からの指導や説明の機会を得られるような設定，施設で生活する高齢者
の看護援助の実際では，事例の文字情報のみではなく視聴覚教材を活用し，臨地をイメージして
学修できるような設定をし，学内実習の実践内容を工夫していかなければならない．また，学生
の学習効果が上がるような工夫ができているかを評価することも必要である．
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